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　景観法にもとづく景観行政団体となるべく、市全域を対象とした景観計画の検討を

行った。市の景観の価値・景観形成の方向性をわかりやすく示す内容とすることに重

点を置き、景観形成の目標として、①良好な自然景観の保全、②景観骨格・景観ネッ

トワークの構築、③大分の自然景観と調和した風格あるまちなみづくり、を掲げてい

る。

　今後具体の景観整備の取り組みを行っていくべきリーディングプロジェクトを位置

づけ、具体の道筋を示すような内容となることに努めてきた。

　景観計画については手続きを経て、2006 年 6 月に公布され、庁内・都市計画課内

に専門の景観推進室を新設した。

　　　　　　　　
■大分市景観計画 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　  ［大分市］　2005-06

大分市周辺の航空写真（Google Earth より）

景観構造軸の一例「稜線軸」と「緑の背景軸」

景観特性　断面モデル

経緯　大分市景観計画策定業務委託 ‘05.6 ～ 06.3　諸元　対象面積 501.25k㎡ ( 市全域 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 担当：中野、加藤、笠間、松尾 

景観形成方針図：景観形成に重点的に取り組むべき地区の例示


